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実施アンケート

各年度新入生保護者アンケート66.9%

各年度新入生保護者アンケート

A
各校の特色ある学校づくりを支援し、国の教育改革に先駆けた英語教
育、情報教育を推進する本施策は、教育の質的向上を図るために、極
めて優先度の高い施策である。

65.5% 80%

70.4% 69.0% 80%
学校選択制度の賛成者の
割合（中学校）

80%

97% 97.4% 100%

50%

関連部課名 教育委員会事務局学務課

施策の優先度 優先度についての説明・意見等
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実技研修会参加者数

英検取得率

76.60%

30.80%

ワールドスクール参加児
童満足度
学校選択制度の賛成者の
割合（小学校）

-

-
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平成18年度
目標値

(28年度)

- 100%

指標に関する説明

全国に先駆けた荒川区の特色ある学校教育を推進し、充実させていく。

○　教育特区の承認を受け、全国で初めて小学校の英語科を設置し、ＡＥＴや英語教育アドバイザー
　の支援のもと、学級担任が指導する指導方法をとっている。各学校において授業を進めるレッスン
　プランの整備を行い、子どもが英語に慣れ親しむという成果を生んでいるが、指導する教員の授業
　力の育成が課題であるため、教員研修を充実することが必要である。また、小学校高学年を対象と
　したワールドスクールは、体験した児童や保護者から高い評価を受けている。
○　各学校が特色ある学校づくりを進め、区全体の教育水準の向上が図られている。今後、学校の外
　部評価を活用するなど、保護者・地域の声を一層反映した特色づくりを進めていくことが課題であ
　る。
○　学校選択制は、中学校については平成１４年度入学生から、小学校については平成１５年度入学
　生から実施している。学校選択制の導入後、小中学校への就学率が上昇してきており、各学校の情
　報を提供していく必要がある。

○　本区の実践的コミュニケーションを目指した英語教育をさらに充実させるためには、小中一貫英
　語教育を目指したカリキュラム作成と教員研修が課題である。
○　学校経営力を高め、児童･生徒、保護者、地域のニーズに応える学校づくりを進めるために学校
　評価を踏まえた特色づくりを推進していく。
○　より適切な学校選択が可能となるよう、引き続き学校情報を提供していく。

82%

35%

施策の成果とする指標名
指標の推移

平成16年度平成17年度

内線
教育委員会事務局指導室
田淵　貢造 ３３８０

施策名
部課名
課長名

施策No創意と工夫にあふれた教育の推進 03-05

行政評価
事業体系

分野 産業・教育・文化

政策 心身ともに健やかな子どもの育成
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9,055

58,913 60,560 B
国際化社会に対応する実践的コ
ミュニケーション能力を育成する
ため、必要性が高い。

61,790 C
情報教育を充実させていくための
基盤整備事業として継続する。

12-06-20

12-06-21

12-06-22 1,509

2,695

14,017

教育課題の研究推進

個性化教育推進校

情報教育指導費

特色ある学校づくりの推
進

生徒の情操の育成、パレード等
の地域活動への寄与など必要性
が高い。

B

12-03-13

優先度についての説明・意見等
施策推進の
ための優先

度

対象者の多くが制度を支持して
おり、引き続き推進する。

情報教育を充実させていくための
基盤整備事業として継続する。

3,32412-03-06

平成16年度

研究指定校事業（国・
都）

施策を構成する事務事業の優先度

マーチングバンド運営

学校選択制度の推進

ワールドスクール

中学校英語教育の充実・
強化

事務事業名
決算額（千円）

12-06-17

教育用コンピュータ運営
費

教育ネットワークの整備 12-03-15

小学校英語教育の推進 12-06-16

ブラスバンド運営 12-03-30

12-03-14

平成17年度
事務事業No

12-06-18

12-06-19

3,756 C

5,572

22,364

4,901

92,357

5,258

36,551

12-06-23

12-06-24

(132)

3,177

児童の情操の育成、パレード等
の地域活動への寄与など必要性
が高い。

国際化社会に対応する実践的コ
ミュニケーション能力を育成する
ため、必要性が高い。

授業で学んだ英語に慣れ親しみ、
生活に密着した英語力を培う場と
して、優先度の高い事業である。

164,182 185,744 B

3,974 4,007

2,954

12,271

1,157

(758)

5,212

8,538

B

B

B

A

国や都から指定された研究校（都
は全額補助）の成果を全校に還元
するため、必要である。

人権尊重教育についての推進校の
成果を全校に還元するため、必要
な事業である。

B

A

B

C

教育ネットワークをあらゆる授業
に活用し、情報教育の充実を図る
ため極めて重要度が高い。

特色ある学校づくりを一層推進
するための支援として、必要性
が高い。

学校が特色を競い合うことによ
り、教育内容の質的向上を図る
ため、必要性は極めて高い。

「総合的な学習の時間」を推進
するため必要である。

合　計

B1,243人権尊重教育推進校

386,040 389,041


